
４
月
１
日
か
ら
県
の
組
織
が
変

わ
り
ま
し
た

　
第
15
次
県
総
合
計
画
「
は
ば
た
け
群
馬

プ
ラ
ン
Ⅱツ

ー

」
お
よ
び
県
版
総
合
戦
略
に
掲

げ
た
目
標
の
実
現
に
向
け
、
未
来
創
生
に

向
け
た
取
り
組
み
を
着
実
に
推
進
す
る
た

め
、
組
織
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
局
」
の
設
置
　

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
メ
ッ

セ
群
馬
）
を
は
じ
め
、
県
内
全
域
へ
の
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
誘
致
活
動
を
よ
り
強
力
に

推
進
し
、
県
内
産
業
の
活
性
化
や
新
た
な

雇
用
の
場
の
創
出
を
図
る
た
め
、
産
業
経

済
部
に
「
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
局
」
を

設
置
し
、
全
庁
を
挙
げ
て
推
進
す
る
体
制

を
構
築
し
ま
し
た
。
ま
た
同
局
内
に
「
コ

ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課
」
と
「
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
施
設
整
備
課
」
を
設
置
し
ま
し
た

「
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」
の
設
置
　
ベ

ト
ナ
ム
と
の
経
済
交
流
を
は
じ
め
、
県
内

の
も
の
づ
く
り
企
業
の
海
外
ビ
ジ
ネ
ス
支

援
や
地
場
産
品
の
輸
出
促
進
な
ど
を
図
る

た
め
、
産
業
経
済
部
工
業
振
興
課
に
「
海

外
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
室
」
を
設
置
し
ま
し
た

「
水
害
対
策
室
」
の
設
置
　
洪
水
な
ど
の

水
害
発
生
に
備
え
た
減
災
対
策
の
取
り
組

み
を
進
め
る
と
と
も
に
、
水
害
警
戒
時
の

情
報
を
一
元
管
理
し
、
水
害
に
適
切
か
つ

迅
速
に
対
応
す
る
た
め
、
県
土
整
備
部
河

川
課
に
「
水
害
対
策
室
」
を
設
置
し
ま
し
た

「
全
国
高
校
総
体
推
進
室
」
の
設
置
　
32

年
度
に
本
県
で
開
催
す
る
全
国
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
（
夏
季
大
会
）
の
準
備
を

着
実
に
進
め
る
た
め
、
教
育
委
員
会
健
康

体
育
課
に
「
全
国
高
校
総
体
推
進
室
」
を

設
置
し
ま
し
た

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http:

//w
w
w
.pref.gunm

a.jp/07/a0700283.
htm
l

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
県
庁
総
務
部
総
務
課
（
☎
０
２
７
・

２
２
６
・
２
０
２
９
　
　
０
２
７
・
２
２

１
・
２
２
０
９
）

問

FAX

群
馬
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
Ｇ
メ
ッ

会
場
　
県
住
宅
公
社
ビ
ル
（
前
橋
市
紅
雲
町
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
県
住
宅
公
社
ビ
ル
（
前
橋
市
紅
雲
町
）

内
容
　
不
動
産
の
価
値
や
売
買
、
活
用
、

税
務
な
ど
に
関
す
る
悩
み
や
ト
ラ
ブ
ル
に

対
し
て
、
不
動
産
鑑
定
士
が
無
料
で
相
談

に
応
じ
ま
す

申
し
込
み
方
法
　
当
日
、
直
接
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い

　
　
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
０
２
７
・

２
４
３
・
３
０
７
７
　
　
０
２
７
・
２
４

３
・
３
０
７
１
）
、
県
庁
地
域
政
策
課
（
☎

０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
６
６
　
　
０
２

７
・
２
４
３
・
３
１
１
０
）

要
約
筆
記
者
養
成
研
修
前
期
課
程

会
場
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
前

橋
市
新
前
橋
町
）

【
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
】

日
程
　
７
月
24
日
～
31
年
１
月
22
日
の
火

曜
日
（
全
24
回
）

※
８
月
14
日
、
12
月
25
日
、
１
月
１
日
を

除
く

時
間
　
午
後
６
時
45
分
～
８
時
45
分

【
手
書
き
コ
ー
ス
】

日
程
　
７
月
26
日
～
31
年
１
月
24
日
の
木

曜
日
（
全
24
回
）

※
８
月
16
日
、
12
月
27
日
、
１
月
３
日
を

除
く

時
間
　
午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

【
共
通
事
項
】

内
容
　
社
会
福
祉
と
聴
覚
障
害
者
問
題
の

講
義
や
要
約
筆
記
の
方
法
と
実
技
、
日
本

語
の
特
性
、
使
用
す
る
機
器
の
取
り
扱
い

問

FAX

FAX

募

　集

要約筆記者として必要な知識などを学ぶ

申
し
込
み
方
法
　
所
定
の
申
込
用
紙

※
小
・
中
学
校
を
通
じ
て
配
布
し
ま
す
。

在
籍
し
て
い
る
学
校
を
通
じ
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い

　
　
県
庁
自
然
環
境
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
２
８
８
１
　
　
０
２
７
・
２
２
０
・

４
４
２
１
）

県
職
員
採
用
Ⅰ
・
Ⅱ
類
試
験
及

び
選
考
考
査
の
説
明
会

日
程
・
時
間
・
会
場
・
定
員

○
４
月
27
日
㈮

・
時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
全
職
種
）
、
午
後
１
時
15
分
～
２
時
45

分
（
行
政
事
務
職
）
、
３
時
30
分
～
５
時

（
行
政
事
務
職
以
外
）

・
会
場
　
県
庁
（
前
橋
市
大
手
町
）

・
定
員
　
各
２
０
０
人
（
先
着
順
）

○
５
月
１
日
㈫

・
時
間
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、
午
後

２
時
～
３
時
30
分
（
い
ず
れ
も
全
職
種
）

問

FAX

試

　
験

会
場
　
尾
瀬
沼
周
辺
（
片
品
村
・
福
島
県

檜
枝
岐
村
）

内
容
　
動
植
物
の
観
察
や
自
然
保
護
の
た

め
の
施
設
見
学
、
意
見
交
換
、
参
加
者
の

交
流
な
ど

対
象
　
県
内
在
学
の
小
学
５
年
～
中
学
３

年
生

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
）

費
用
　
１
万
５
千
円
（
宿
泊
代
、
食
事
代
、

資
料
代
な
ど
）

申
込
期
間
　
４
月
20
日
㈮
～
５
月
18
日
㈮ 尾瀬でのフィールド活動

方
法
な
ど

対
象
　
次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

・
県
内
在
住
で
18
歳
以
上
で
あ
る

・
全
日
程
に
出
席
で
き
る

・
31
年
度
に
実
施
予
定
の
後
期
課
程
を
受

講
し
、
修
了
後
に
全
国
統
一
要
約
筆
記
者

認
定
試
験
お
よ
び
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
要
約
筆
記
者
認
定

試
験
を
受
験
す
る
と
と
も
に
、
合
格
後
は

要
約
筆
記
者
派
遣
事
業
に
登
録
し
活
動
で

き
る

※
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
は
、
タ
ッ
チ
タ
イ
ピ

ン
グ
が
で
きW

indow
s7

以
上
の
基
本
ソ

フ
ト
（
Ｏ
Ｓ
）
を
搭
載
し
た
ノ
ー
ト
パ
ソ

コ
ン
を
持
参
で
き
る

定
員
　
各
15
人
程
度
（
選
考
）

受
講
料
　
４
４
０
０
円
（
教
材
費
）

申
込
期
間
　
４
月
16
日
㈪
～
５
月
11
日
㈮

必
着

申
し
込
み
方
法
　
往
復
は
が
き
。
往
信
面

に
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
電
話
番

号
、
受
講
希
望
コ
ー
ス
（
パ
ソ
コ
ン
ま
た

は
手
書
き
）
を
、
返
信
面
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い

そ
の
他
　

○
事
前
説
明
会
・
選
考
会
を
行
い
ま
す

・
期
日
　
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
…
６
月
５
日

㈫
、
手
書
き
コ
ー
ス
…
６
月
７
日
㈭

※
時
間
は
、
往
復
は
が
き
の
返
信
で
お
知

ら
せ
し
ま
す

・
会
場
　
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

○
修
了
証
は
全
日
程
の
８
割
以
上
に
出
席

し
、
館
長
が
認
め
た
人
に
交
付
し
ま
す

　
・
　
　
県
聴
覚
障
害
者
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
（
〒
３
７
１
―
０
８
４
３

　
前
橋
市
新
前
橋
町
13
の
12
　
県
社
会
福

祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
　
☎
０
２
７
・
２
５

５
・
６
６
３
３
　
　
０
２
７
・
２
５
５
・

６
６
３
４
）

尾
瀬
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト

　
福
島
・
新
潟
県
と
合
同
で
開
催
す
る
「
尾

瀬
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。

期
間
　
７
月
31
日
㈫
～
８
月
３
日
㈮
３
泊

４
日

申

問

FAX

㈯
㈰
㈪
㈫
㈬
㈭
㈮

お
知
ら
せ

県
有
施
設
の
愛
称
に
つ
い
て

　
県
有
２
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の

取
得
企
業
を
決
定
し
、
４
月
１
日
か
ら
愛

称
の
使
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

県
有
施
設
の
名
称
・
愛
称

・
赤
城
ふ
れ
あ
い
の
森
（
前
橋
市
富
士
見

町
）
　
Ｓ
Ｕ
Ｂ
Ａ
Ｒ
Ｕ
ふ
れ
あ
い
の
森
　

赤
城

・
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
（
前
橋
市
柏

倉
町
）
　
カ
ネ
コ
種
苗
ぐ
ん
ま
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク

　
　
県
庁
緑
化
推
進
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
２
７
７
　
　
０
２
７
・
２
２
３
・

０
１
５
４
）
、
県
庁
蚕
糸
園
芸
課
（
☎
０

２
７
・
２
２
６
・
３
１
２
６
　
　
０
２
７
・

２
４
３
・
７
２
０
２
）

県
優
良
県
産
品

　
県
優
良
県
産
品
は
、
県
内
で
生
産
ま
た

は
主
た
る
加
工
が
行
わ
れ
、
一
般
消
費
者

に
販
売
さ
れ
る
加
工
食
品
、
民
・
工
芸
品

な
ど
の
中
か
ら
、
優
れ
た
も
の
を
県
が
推

奨
す
る
も
の
で
す
。

　
推
奨
さ
れ
た
県
産
品
に
は
「
県
優
良
県

産
品
」
の
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
ま
す
。
「
県

優
良
県
産
品
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
推
奨
品
一
覧
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h
ttp://w

w
w.pref.gunm

a.jp/01/g35000
27.htm

l

）
か
ら
ご
覧
に
な
れ
ま
す

　
　
県
庁
観
光
物
産
課
（
☎
０
２
７
・
２

２
６
・
３
３
８
６
　
　
０
２
７
・
２
２
３
・

１
１
９
７
）

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
土
地
価

格
な
ど
の
無
料
相
談
会

日
程
　
４
月
12
日
㈭
、
５
月
10
日
㈭

問

FAX

FAX

ご
利
用
く
だ
さ
い

問

FAX

「県優良県産品」
のマーク

再発見！再発見！29群馬の魅力 群馬の魅力 ぐ
んまちゃんの

  県庁広報課（☎027-897-2695　　 027-243-3600）FAX問

白石稲荷山古墳（藤岡市）

七輿山古墳（藤岡市）

　公園、城、牧場、白衣観音…群馬には多く
の桜の名所がありますが、１万３千基以上の
古墳がある「古墳大国ぐんま」には、桜を楽
しめる古墳も数多くあります。
　例えば、七輿山古墳（墳丘長１４５㍍）は、
形の美しさに定評がありますが、墳丘にある
数多くの桜が一斉に咲くと、普段とは異なる
幻想的な姿を見せてくれます。
　それとは対照的に、七輿山古墳からほど近い白石稲荷山古墳（墳丘
長１４０㍍）では、小高い古墳の後円部にある数本の桜がとても印象的
に咲き誇ります。

　その他、大室公園（前橋市）や上毛野はに
わの里公園（高崎市）など、古墳のある大き
な公園でも桜を楽しめますが、皆さんの身近
な所にも桜の咲く古墳があるかもしれません。
　桜を見ながら古墳が造られた東国文化の時
代を想像してみる、そんな桜の楽しみ方はい
かがですか。

幻想的な古墳と桜の風景

なな こし やま

かみ つけ の

しろ いし

平成30年 4月 1日発行（毎月第1日曜日、1月は1日発行）


